
 

 

感染経路は、患者の咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込む飛沫

感染・空気感染、あるいは、水疱や粘膜の排出物に接触する接触感染

です。発しんには、出現の 1～2 日前からすべての水疱が痂皮化するま

で感染力があります。 

症状は、潜伏期間 10～21 日間ののち 38℃前後の発熱がみられ、

典型的な経過では「発しん」から始まり「水疱」「膿疱」を 経て、「痂皮化

（かさぶた）」し治癒します。通常、軽症で終生免疫（一度の感染で生

涯、その感染症にはかからない）を得ることが多いですが、成人では重

症になるリスクが高いといわれており、髄膜炎や脳炎などの合併症があ

ります。またウイルスは治癒後も体の中に潜伏していて、何年も経過し

てから「帯状疱疹」として再発することがあります。 

有効な予防法は予防接種です。2014 年 10 月 1 日から、水痘ワク

チンが定期接種となりました。水痘患者に接触した場合でも、3 日以内

にワクチンを接種すれば 80%から 90%の確率で発病を予防できるとさ

れています。 

水痘とは、水痘‐帯状疱疹ウイルスによる感染症で、一般には「みずぼうそう」として知られています。小児によく

見られる疾患で、特に 2～8歳で多いです。 

島しょの情報（11島の医療機関からの報告） ≪第20週 (5/12～5/18 )≫  

・感染性胃腸炎の医療機関あたりの報告数は、1.09で前週（0.45）より増加しています。 

・新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザの報告はありません。 

感 染 症 週 報 

 
（三宅管内感染症発生動向調査報告） 

（三宅管内感染症発生動向調査より集計） 

令和 7（2025)年 第 20週 ( 5/12 ～ 5/18 ) 

 ) 
三宅島  感染症の報告はありません 

御蔵島  感染症の報告はありません 
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https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/ 水痘（みずぼうそう）に注意！ 

（東京都健康安全研究センター） 

水痘（みずぼうそう）に注意！ 

東京都の注目される定点把握対象疾患  ≪ 東京都感染症週報 第19週 ≫ 

・水痘の定点当たり報告数は0.75で、前週(0.68)より微増でした。今後の動向に注意が必要です。 

参考：水痘（東京都感染情報センター）、水痘（みずぼうそう）に注意！

（東京都健康安全研究センター） 

水痘の報告数の推移（東京都） 

1 月   2 月   3 月   4 月   5 月   6 月   7 月   8 月  9 月 

東京都感染症情報センター 

「感染症予防ハンドブック」 

（東京都保健医療局）水痘

より引用 

発しんが現れる１～２日前から、 

すべての発しんがかさぶたになるまでは、 
感染力があります。 

https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/diseases/herpes_zoster/
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/


令和７(2025）年 第 20 週 令和７年 ～

15 週 16 週 17 週 18 週 19 週 19 週

RSウイルス感染症 0 (0)

咽頭結膜熱 0 (0)

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0 (0)

感染性胃腸炎 1 (0) 1 (0) 2 (1) 4 (1)

水　　　痘 0 (0)

手 足 口 病 0 (0)

伝染性紅斑 0 (0)

突発性発しん 0 (0)

ヘルパンギーナ 0 (0)

流行性耳下腺炎 0 (0)

ＭＣＬＳ（川崎病） 0 (0)

不明発しん症 0 (0)

インフルエンザ 57 (3)

新型コロナウイルス感染症
(COVID-19) 1 (1) 19 (5)

※カッコ内：御蔵島報告数の再掲

 【三宅島出張所管内】 患者報告数推移グラフ
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島しょ保健所三宅出張所管内 感染症発生動向調査

東京都
定点あたり

三宅出張所管内　定点把握対象疾患報告数

疾病名
（小児科定点及びインフルエン

ザ
/COVID-19定点）

令和7
(2025)年

累計20週

令和7(2025)年

5/185/12

▉感染性胃腸炎

管内は三宅・御蔵両島の発生数計

都は定点あたり発生数

▉新型コロナウイルス感染症
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※５類感染症は、感染症発生動向調査を通じ皆さまに情報提供をすることにより、

感染症の発生および、まん延・拡大を防止することが目的です。

三宅管内の感染症状況は、落ち着いていますが、

今後の患者報告数を注視し、油断せず状況に応じて、

部屋の換気・咳エチケット・手洗いの基本的な感染対策を続けてください。

0

2

4

6

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51 週

R5年

R6年

R7年


